
 （記入例） 
 

別記様式第１号（第５条関係） 

緊急支援奨学資金貸付申請書 

申請者（保護者） 

フ リ ガ ナ ブンキョウ タロウ 

氏   名 
 

文京 太郎 

生 年 月 日 昭和３５年１月１日 

 

 

住 所

〒１１２－０００３ 

文京区春日 一 丁目 １６ 番 ２１号 

 
方 書 ･ ﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ 名  ｼ ﾋ ﾞ ｯ ｸ ﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ ２ ０ １
 

電話番号(０３) ５８０３ － １２９１ 

生 徒 

フ リ ガ ナ ブンキョウ イチロウ 

氏   名 
 

文京 一郎 

生 年 月 日 平成４年５月６日 

在 学 校

・ 

学 年

私立ｼﾋﾞｯｸ学園中学校

   ２年   

続 柄 氏    名 年齢 職   業 減少前収入  減少後収入 

申請者 文京 太郎 ４６

歳
元会社員 

6,000,000円 
⇒ 

0円

妻 文京 花子   ４０

歳
パート 

560,000円 
⇒ 

560,000円

子 文京 華江 １８

歳

私立後楽園高校３

年 0円 
⇒ 

円

子 文京 一郎 １４

歳

私立ｼﾋﾞｯｸ学園中

学校２年 0円 
⇒ 

円

子 文京 二朗 １０

歳

文京区立音羽小学

校４年 0円 
⇒ 

円

祖母 文京 ハナ ７８

歳
無職 

800,000円 
⇒ 

800,000円

  
歳

 
円 

⇒ 
円

生
計
を
一
に
す
る
家
族
及
び
所
得 

  
歳

 
円 

⇒ 
円

家族数計 ６人  合計
(Ａ) 

7,360,000円 
⇒ 

(Ｂ) 

1,360,000円

 

太線枠内に記入してください 

 

課  長 係  長 係  員 区 記 入 欄 

収入減少率＝(Ｂ)÷(Ａ)
円 貸 付 判 定 

   

所 得 基 準 額
円 

可 ・ 不可 



【申請理由】 

 平成○○年△月□日に、勤務先が倒産し、現在求職中です。現在は、貯蓄、    

 妻のパート収入、母の年金収入で生活していますが、現在の状況では、子ども   

 ２人の私立学校の学費を負担することが困難になっています。また、中学生の   

 子どもは友達と離れたくないので、区立中学校へは転校したくないと言ってい   

 ます。そのため、引き続き私立中学に通学させたいと考えたため、緊急支援    

 奨学資金の貸付を申し込みしました。                     

 
 
連帯保証人 

フ リ ガ ナ ユシマ ウメコ 

氏   名 
 

湯島 梅子 

生 年 月 日 昭和３１年１０月１０日 

住 所

〒 １１３ － ００１５ 

     湯島 ４ 丁目 １ 番 ２０ 号 

 
方 書 ･ ﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ 名

 

電話番号( ０３ ) ５８０３ － １２９２ 

申請者との関係 
親族（伯母    ）・ その他（                    ）

職   業 会社員 年 収
９，０００，０００円

 
 
緊急支援奨学資金貸付要綱に基づく奨学資

金の貸付を受けたく申請いたします。 
なお、この申請書に記載した内容に相違あ

りません。 
 
 
 
平成 １９年 １  月 ２５  日 
 
 

氏名  文京 太郎       ○印  
 
 
文 京 区 長 殿 

 
 奨学資金の返還について連帯保証すること

を誓約いたします。 
 
 
 
 
 
 
  平成 １９ 年 １  月 ２３  日 
 
 連帯保証人 
 氏名   湯島 梅子     ○印  
 
 

文 京 区 長 殿 

 


